





























































































地域文化学専攻 比較文化学専攻 国際日本研究専攻 日本歴史研究専攻 メディア社会文化専攻
（2001/4 ～ 2017/3）
日本文学研究専攻
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1987（昭和62）年 5月 21日 大学共同利用機関として京都市に創設
梅原猛創設準備室長が初代所長に就任
1988（昭和63）年 10月 1日 総合研究大学院大学が開学
1990（平成 2）年 7月 27日 御陵大枝山町の現在地に移転
12月 10日 開所式を挙行
1992（平成 4）年 4月 10日 本センターに総合研究大学院大学文化科学研究科国際日本研究専攻を設置
1994（平成 6）年 11月 7日 天皇皇后両陛下ご視察
第２代
河合　隼雄
1995（平成 7）年 5月 21日 河合隼雄名誉教授が第2代所長に就任
1997（平成 9）年 5月 24日 創立10周年記念式典を挙行
1998（平成10）年 4月 9日 海外研究交流室を設置
1999（平成11）年 4月 1日 文化資料研究企画室を設置（～2017（平成29）年3月31日）
第３代
山折　哲雄
2001（平成13）年 5月 21日 山折哲雄名誉教授が第3代所長に就任
2004（平成16）年 4月 1日 法人化に伴い、大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 国際日本文化研究センターとなる
第４代
片倉もとこ
2005（平成17）年 5月 21日 片倉もとこ国立民族学博物館名誉教授が第4代所長に就任
2007（平成19）年 5月 21日 創立20周年記念式典を挙行
第５代
猪木　武徳
2008（平成20）年 4月 1日 猪木武徳教授が第5代所長に就任






10月 30日 『新・日本学誕生 国際日本文化研究センターの25年』を発行
2016（平成28）年 4月 1日 インスティテューショナル・リサーチ室を設置
10月 1日 副所長1名体制から2名体制に改組
2017（平成29）年 4月 1日 総合情報発信室を設置
5月 17日 創立30周年記念式典を挙行
第７代









































































































No 年度※1 志願者 合格者 倍率※2  入学者 博士号　取得者※3
1 1992 21 4 5 4 3
2 1993 30 4 8 4 3
3 1994 20 5 4 5 4
4 1995 32 4 8 4 3
5 1996 35 4 9 4 3
6 1997 29 6 5 5 2
7 1998 23 5 5 5 4
8 1999 18 4 5 3 3＊
9 2000 32 4 8 3 3
10 2001 26 5 5 5 4
11 2002 26 3 9 1 1
12 2003 21 6 4 5 3
13 2004 26 5 5 5 4
14 2005 17 4 4 4 4＊
15 2006 16 3 5 2 2
16 2007 17 3 6 2 2
17 2008 8 4 2 4 3
18 2009 10 2 5 2 1
19 2010 10 4 3 4 2
20 2011 4 3 1 3 2
21 2012 3 2 2 2 2
22 2013 10 4 3 4 4
23 2014 7 5 1 6 4
24 2015 9 4 2 4 1
25 2016 10 5 2 4 0
26 2017 6 3 2 3 0
27 2018 12 5 2 4 0
28 2019 9 5 2 4 0
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The origin and dispersal of agriculture in China and Japan 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日本歴史研究専攻（歴博） 10 3 3 10 9 8 17 10  7 9 16 36
日本文学研究専攻（国文研） 6 3 4 7 6 1  2 3 5 1 2 3 13
国際日本研究専攻（日文研） 20 14 23 37 20 20 37 57 20 18 34 52 146
比較文化学専攻（民博） 16 8 16 24 17 4 11 15 15 7 13 20 59
地域文化学専攻（民博） 10 4 9 13 11 6 7 13 16 6 9 15 41
計 62 32 52 84 64 40 65 105 66 39 67 106 295
院生数：総研大 2020 FACTBOOK専攻別学生数、
論文発表・口頭発表：機構 IR業績収集データより
